
俊
夫
…
3
1

正
夫
・
・
・
2
4

特
集
鵬
現
代
の
博
物
館

生
涯
教
育
と
地
方
博
物
館
・
・
・
・
・
；
…
…
•
…
…
…
…
;
…
…
…
…
…
…
·
:
平
山
敏
治
郎
・
・
・

4

▽

座

談

会

博
物
館
を
語
る
ー
ー
そ
の
現
状
と
展
望
ー
ー
…
·
…
…
…
…
…
•
、
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
8

（
出
席
者
）

千
地
万
造
・
嘉
門
安
雄
・
下
下
津
谷
達
男

青
木
国
夫
・
（
司
会
）
五
十
嵐
耕
一

我
が
国
の
博
物
館
活
動
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．．．． 
、
…
…
…
…
…
…
毛
利

海
外
諸
国
の
博
物
館
・
・
・
・

・
：
伊
藤

●
報
告
と
提
案

博
物
館
と
学
校
サ
ー
ビ
ス
（
平
塚
市
博
物
館
…
3
7
）
／
博
物
館
と
郷
土
理
解
（
秋

田
県
立
博
物
館
…
40
）
／
博
物
館
の
館
外
サ
ー
ビ
ス
（
沖
縄
県
立
博
物
館
…
4
5
）
／
博

物
館
の
交
流
（
大
原
美
術
館
・
＆
｝
）

▽
解
説
・
資
料

統
計
で
み
る
我
が
国
の
博
物
館
…
…
•
•
•
•
…
…
・
・
社
会
教
育
局
社
会
教
育
課
：
．

5
3

▽
現
地
ル
ポ

上
野
の
山
の
博
物
館
巡
り
：
•
•
•
…
…
…
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
山
本
清
：

．．
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9
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ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
~

一

随

想

一
わ
た
く
し
と
動
物
園
・
・
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
：
古
賀
忠
道
・
・
6
8
-

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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性
と
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際
比
較
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…
…
•
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-
…
•
•
…
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......... …
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…
林
知
己
夫
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中
学
・
高
校
生
の
数
学
の
成
績
・
・
・
・
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
沢
田
利
夫
．．． 
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連
載
第
2
回

明
治
に
お
け
る
唱
歌
教
育
三
つ
の
道
標
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
和
淳
二
…
9
3

更

文

部

省

の

ま

ど

一

0
年
代
前
半
の
連
邦
の
教
育
政
策
（
西

大
学
通
信
教
育
の
基
準
に
関
す
る
一
ド
イ
ツ
）

”
鬱
昭
和
五
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助

一i
金
「
研
究
成
果
刊
行
費
」
申
請
計

大
学
設
麗
審
議
会
の
答
申
に
つ
い
て

…
…
…
…
…
・
・
・
大
学
局
高
等
教
育
計
画
課
…
8
3
~
画
の
公
募
に
つ
い
て

一

．．．．．． 
学
術
国
際
局
情
報
図
書
館
課
…
3
0

一一
文
化
財
紹
介
鬱
大
内
宿
伝
統
的
建
造
物
群
保

昭
和
五
六
年
度

学
校
基
本
調
査
速
報
・
：
大
臣
宣
房
調
査
統
計
課
…

8
8
~

存
地
区
（
天
田
起
雄
）

i
名
作
シ
リ
ー
ズ
鬱
東
武
画
像

（
解
説
小
林
忠
…
5

2

)

鬱
海
外
教
育
ニ
ュ
．
ー
ス
・
上
・
大
臣
宣
房
調
査
統
計
課
•
•
•
9
1
-

一

オ
ル
ク
ナ
テ
ィ
プ
・
ス
ク
ー
ル
は
生
き
残
る
か
？
一
璽
次
号
目
次
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
•
•
9
6

．一●'|',1・・・・`
・・・・・11ー，・・・・・・・・・1l'̀
’'‘,
.... 

・
企
業
の
教
育
投
資
状
況
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
）
／
八
i
表
紙
藤
沼
和
枝
カ
ッ
ト
赤
羽
根
秀
一

文
部
時
報
第
二

五

三

号

昭
和
五
十
六
年
十
月
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私
が
上
野
動
物
園
に
就
職
し
た
の
は
大
学
を
出
た
年
、

昭
和
三
年
で
し
た
。
そ
の
後
、
大
東
亜
戦
争
で
四
年
三
ヶ
月
ほ
ど

応
召
し
ま
し
た
が
、
昭
和
三
七
年
に
退
職
す
る
ま
で
、
全
く
職
場

を
か
え
る
こ
と
な
く
、
三
四
年
余
り
を
上
野
動
物
園
だ
け
に
勤
務

し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
動
物
園
や
博
物
館
の
外
郭
団
体
や
自
然
保
護
そ
の

他
、
主
と
し
て
野
生
動
物
に
関
す
る
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、

多
分
一
生
動
物
か
ら
は
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

さ
て
戦
争
前
の
我
が
国
の
動
物
園
は
、
台
湾
な
ど
を
入
れ
て
も

一
六
園
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
戦
時
中
、
一
時
閉
鎖
さ
れ
た
動

物
園
も
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
後
世
の
中
が
だ
ん
だ
ん
落
ち
付
い
て

来
る
と
、
各
地
に
動
物
園
が
続
々
と
誕
生
し
、
現
在
日
本
動
物
園

水
族
館
協
会
に
加
盟
し
て
い
る
動
物
園
だ
け
で
も
七
三
園
に
達
し

が
制
定
さ
れ
る
に
当
た
り
、
動
・
植
物
園
水
族
館
は
指
定
を
受
け

た
も
の
だ
け
で
す
が
博
物
館
相
当
施
設
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
動
物
園
等
を
博
物
館
法
で
規
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
当
時
い
ろ
い
ろ
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
多
分
一
般
に
は
、
い

わ
ゆ
る
博
物
館
と
動
物
園
と
で
は
そ
の
イ
メ
ー
ジ
も
相
当
異
っ
て

い
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
―
つ
に
は
、

動
物
園
と
言
え
ば
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
あ
り
社
会
教
育
の

場
で
は
な
い
と
言
う
考
え
か
ら
だ
っ
た
か
と
も
思
わ
れ
ま
す
。

特
に
最
近
は
、
環
境
破
壊
そ
の
他
で
、
多
く
の
動
植
物
の
存
在
が
危

機
に
瀕
す
る
よ
う
な
状
態
が
起
り
、
動
物
の
保
護
、
特
に
絶
滅
の
お

そ
れ
の
あ
る
動
物
の
保
存
、
繁
殖
は
自
然
保
護
思
想
，
の
普
及
と
と

も
に
動
物
園
の
重
要
な
役
割
り
と
さ
れ
る
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
最
近
の
動
物
園
の
世
界
的
傾
向
と
し
t

て
は
、
多
く
の
種
類
を
集
め
る
よ
り
も
、
そ
の
動
物
園
の
面
積
等

に
応
じ
た
、
、
し
か
も
動
物
の
野
生
の
状
態
を
で
き
る
だ
け
現
し
た

り
と
す
る
思
想
は
、
動
物
園
当
局
に
も
よ
く
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
に
、
教
育
・
研
究
及
び
自
然
保
護
に
あ

て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
動
物
園
と
は
言
っ
て
も
そ
の
内
容
は
実

や
、
遊
園
地
風
の
も
の
、

に
さ
ま
ざ
ま
で
、
公
園
に
何
種
類
か
の
動
物
舎
を
設
け
た
も
の

さ
ら
に
最
近
は
い
わ
ゆ
る
サ
フ
ァ
リ
ー

パ
ー
ク
と
言
わ
れ
る
も
の
も
含
ん
で
い
ま
す
。

さ
て
我
が
国
に
お
け
る
最
も
古
い
動
物
園
は
東
京
の
上
野
動
物

園
で
、
そ
の
創
立
は
明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
で
、
明
年
は
丁
度

所
管
と
な
り
、
従
っ
て
動
物
園
も
そ
の
一
部
だ
っ
た
の
で
す
が
、

大
正
一
三
年
、
博
物
館
よ
り
分
離
さ
れ
て
東
京
市
に
下
賜
さ
れ
、

現
在
は
東
京
都
の
建
設
局
に
属
し
て
い
ま
す
。

．
ご
承
知
の
と
お
り
、
昭
和
二
六
年
我
が
国
に
お
い
て
博
物
館
法
、

以
前
よ
り
も
動
物
の
種
類
に
比
し
て
収
容
場
の
面
積
も
広
く
な

り
、
余
り
多
く
の
種
の
収
容
は
困
難
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
過
去

に
お
い
て
行
わ
れ
た
よ
う
な
、
珍
し
い
動
物
の
収
容
を
自
慢
す
る

時
代
は
去
り
、
そ
の
よ
う
な
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
動
物
は
、
そ

れ
を
収
容
す
る
の
に
適
し
た
施
設
を
有
し
か
つ
そ
れ
を
繁
殖
す
る

た
め
の
技
術
を
有
す
る
動
物
園
の
み
が
そ
の
収
容
を
認
め
ら
れ
る

と
い
う
時
代
に
な
っ
た
の
で
す
。

つ
ま
り
最
近
の
動
物
園
は
、
動
物
に
関
す
る
広
い
意
味
の
教
育

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
収
容
動
物
を
通
じ
て
自
然
保
護
に
寄
与
す

最
近
「
動
物
の
保
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ

れ
、
そ
の
目
的
は
動
物
愛
護
と
人
の
管
理
下
に
あ
る
動
物
に
よ
る

危
害
防
止
に
あ
り
ま
す
が
、
猛
獣
脱
走
事
件
が
起
っ
た
り
し
て
、

危
険
防
止
の
み
が
強
調
さ
れ
、
法
律
の
主
目
的
で
あ
る
動
物
愛
護

が
な
お
ざ
り
に
さ
れ
、
動
物
園
で
は
、
野
生
動
物
ら
し
い
自
由
な

生
活
が
見
ら
れ
な
い
で
、
た
だ
安
全
な
狭
苦
し
い
檻
に
押
し
込
め

た
よ
う
な
感
じ
の
収
容
場
が
設
け
ら
れ
な
い
よ
う
望
ん
で
止
み
ま

せ

ん

。

（

元

上

野

動

物

園

長

）

る
こ
と
が
、
動
物
園
の
最
大
の
役
割
と
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。

い
に
説
得
に
努
め
た
の
で
す
が
、
現
在
で
は
動
物
園
の
目
的
が
レ

私
は
当
時
動
物
臨
に
い
て

一
部
の
人
の
反
対
に
対
し
て
は
大

―
-
『
-
—
_
-
=
-
l
―
―
―
―
―
-
_
_
-
=
―
―

わ
た
く
し
と
動
物
園

生
態
展
示
が
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
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つ
ま
り

一
一一

l
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一一一一

1
0
0年
に
な
り
ま
す
。
創
立
当
時
は
国
立
の
博
物
館
の
一
部
、
一

つ
ま
り
天
産
部
の
普
通
の
標
本
は
館
内
に
、
そ
し
て
生
き
た
動
物
一

は
動
物
園
で
展
示
し
た
の
で
し
た
。
そ
の
後
博
物
館
は
宮
内
省
の
il

 

一一一一

古

賀

忠

道
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特
集
常
用
漠
字
表
と
国
語

一
話
し
こ
と
ば
と
書
き
こ
と
ば

窟
談
会

常
用
漢
字
表
を
め
ぐ
っ
て

一

（

出

席

者

）

三

根

谷

徹

。

林

大

波
部
昇
一
，
山
本
雄
一
一
郎

（

司

会

）

室

屋

晃

国
語
の
表
記
と
漢
字

今
後
の
国
語
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

国

語

敦

育

と

漢

字

．

解

説

常

用

漢

字

表

に

つ

い

て

文

化

常
用
漢
字
表
に
基
づ
く

小
⇔
出
；
高
等
学
校
の
漢
字
茫
導

初
等
中
等
敦
育
局
小
学
校
敦
育
課

1
1

、

一

瀕
戸

号

目

外
山
滋
比
古

阪
倉

f 二
蔦
義

粒
'
,
1
1ー

'

|

ー

ー

ー

遠
蕨

慎
吾

（
福
島
県
南
会
津
郡
下
郷
町
）

下
郷
町

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

▽
「
博
物
誼
，
一
の
メ
＇
メ
i
ジ
、
と
言
わ
れ
た

と
き
、
い
っ
セ
い
幾
つ
ぐ
ら
い
を
思
い
浮
か

べ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

文
部
省
で
は
、
ほ
ぽ
三
年
に
二
回
「
社

会
教
育
調
査
」
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
こ
て

は
博
物
館
を
総
合
、
科
学
、
歴
史
、
美
術
、

野
外
の
各
博
物
館
と
動
物
園
、
植
物
園
、
動

植
物
閲
，
水
族
館
と
の
合
計
九
種
類
に
分
類

し
て
い
ま
す
。

▽
数
が
多
い
の
は
歴
史
、
美
術
の
両
博
物
館

で
す
か
、
逆
に
少
な
い
の
は
野
外
博
物
館
四
、

動
植
物
園
一

0
と
な
っ
て
い
ま
す

C

野
外
博
物
館
と
1
『
戸
外
の
自
然
の
景
銅

及
び
形
態
を
、
ま
た
動
植
物
園
と
は
動
物
・

穂
物
を
そ
れ
ぞ
れ
育
成
し
て
そ
の
生
態
を
農

示
す
る
も
の
を
い
い
ま
す
。
国
立
科
学
博
物

館
付
属
自
然
教
育
園
（
寅
京
）
、
川
崎
市
立

民
家
園
（
神
奈
川
）
な
と
は
前
者
の
例
で
応

り
、
ま
た
、
信
州
大
学
教
育
学
部
付
属
志
賀

自
然
敦
育
研
究
施
設
（
志
賀
高
原
）
は
後
者

の
例
で
す
。

▽
国
立
の
博
物
館
の
大
部
分
は
当
然
な
が
ら

文
部
省
所
管
の
忍
の
（
大
半
は
国
立
大
学
の

付
属
施
設
）
で
す
が
，
他
省
庁
所
管
の
怠
の

に
は
逓
信
博
物
誼
と
労
働
省
産
業
安
全
研
究

所
付
属
産
業
安
全
技
術
館
と
が
あ
り
ま
す
。

博
物
館
特
集
を
機
に
数
少
な
い
博
物
館
の

一
喘
を
記
し
て
み
ま
し
た

C

（
企
画
室
）

厨
詞
宣
醗
言

南
芸
津
地
古
の
山
合
い
に
位
置
す
る
大
円
宿
は
、
会
津
若
松

と
下
野
国
今
市
を
結
ぶ
南
山
通
り
の
宿
駅
の
―
つ
で
、
~
江
戸
時

代
に
は
坦
未
な
ど
の
物
資
の
輸
送
で
栄
え
、
本
陣
゜
脇
本
陣
か

お
か
れ
て
い
た
。

保
存
地
区
は
、
旧
街
道
に
沿
っ
た
宿
場
を
中
心
と
す
る
南
北

約
五

0
0
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
二

0
0
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
で
、

寄
棟
造
、
茅
葺
の
主
屋
か
道
路
か
ら
三
間
ほ
と
後
退
し
て
妻
を

み
せ
て
整
然
と
建
ち
並
ぶ
。
這
路
の
両
側
に
は
側
溝
か
走
り
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
洗
場
が
設
け
ら
れ
て
い
る
か
、
も
と
は
道
路

の
中
央
に
幅
の
広
い
溝
か
通
っ
て
い
た
。
町
並
み
の
北
端
の
山

据
に
は
寺
と
社
力
あ
り
、
こ
こ
か
ら
道
は
東
に
折
れ
て
登
り
と

な
り
峠
へ
向
う
。

大
内
宿
は
会
津
と
そ
の
周
辺
地
域
に
み
ら
れ
た
宿
場
形
態
の

典
型
的
な
も
の
の
―
つ
で
、
そ
の
多
く
か
失
な
わ
れ
た
現
在
も

な
お
往
時
の
姿
を
よ
く
と
ど
め
て
い
る
。

こ
の
地
区
は
昭
和
五
六
年
四
月
に
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
た
。

後
----

記

ME  J 61 月刊 「文部時報J lO 月

著作梱

所有

発行所捻式会社ぎょうせい

第1253号

本社寮京都中央区銀座9'丁目 4番12弓

（郵便番号 ll)4) 

（営業所＼ 寮京都新宿区西五軒町52香地

（郵便番号 162) 

霞 話 東 京 (268) 2141 （代哀）

振替口座東京9--161者

印刷所 株式会社行政学会印刷所

＂ 
立
口 省

昭和56年10月5日

昭和56年10月10日

年間購読料 30 0 0円

印刷

発行

定価 25 0円 (〒50円）

（デ共）

・ただし，堪大号，臨時号の場合は別に代金を申し

受けます

。なお，贈読のお申し込みは直接営業所またはもよ

りの害店にお類いします

- 96 -


	文部時報（第1253号：昭和56年10月）
	わたくしと動物園（古賀忠道）
	奥付




